
ステークホルダーメッセージ

日本ユニシスグループから

日本ユニシスグループについて

会社概要（2012年3月31日現在）

日本ユニシスグループ会社（2012年3月31日現在）

社名

設立

代表者

資本金 

売上高

従業員数 　

主要株主 

本社所在地 

事業内容 

日本ユニシス株式会社 Nihon Unisys, Ltd.

1958年（昭和33年）3月

代表取締役社長　黒川 茂

54億8,317万円 

2,551億22百万円（連結）、1,603億74百万円（単体）

4,358名（グループ全体 9,157名）

三井物産株式会社

〒135-8560　東京都江東区豊洲1-1-1

クラウドやアウトソーシングなどのサービスビジネス、
コンピュータシステムやネットワークシステムの
販売・賃貸、ソフトウェアの開発・販売および各種
システム関連サービス

お客さまの立場に立ち、
同じ目線で課題を共有し
解決していくパートナーで
あることを期待します

ユニシス研究会 北海道支部長
ほくでん情報テクノロジー(株)
取締役 情報システム開発一部長

吉野 孝行 様

　日本ユニシスグループは、IT企業でありながら、昨年

日本列島を襲った東日本大震災において、いち早く東北

の復興のため自治体へ職員を派遣し、またバドミントン

のトッププレーヤー育成に努めるなど、社会貢献活動や

スポーツ振興に熱心に取り組んでいる会社と改めて感じ

ました。

　現在取り組んでいる「中期経営計画」実現の要は「人材」

と捉え、社員が最大のパフォーマンスをあげることができ

る職場環境を整え、多様な働き方を実現し働く意欲の向上

を図っているのは、価値観が多様化している若い社員には

頼もしい限りと思います。「育児休職者情報交換会」「夏休

み♪子ども参観日」などは特筆すべき活動だと感じます。

一層のワークライフバランスの実現に期待します。

　昨今は、社会を取り巻く環境はますます厳しさを増して

おり、ICTは企業運営に重要な役割を担うものになってい

ます。経営トップが日頃からおっしゃっている「現場力」「技

術力」「スピード力」の3つの力を遺憾なく発揮し、単なるIT

ベンダーではなく、お客さまの立場に立ち同じ目線で課題

を共有し解決していく信頼されるパートナーであってほし

いと思います。

　ユニシス研究会 北海道支部長 吉野様にお言葉をいただ

きましたように、社員の意欲を高め、より良い働き方ができ

るように、ワークライフバランスの実現に引き続き取り組ん

でまいります。また、全社員一丸となって「現場力」「技術力」

「スピード力」の３つの力を強化し、真にお客さまのお役に立

つパートナーとなるために努力してまいります。

　また、一般財団法人マルチメディア振興センター 若林様

からいただいたお言葉を受けて、「e-ネットキャラバン」活動

をはじめ、日本ユニシスグループの本業であり社員一人ひ

とりにとっても得意分野であるICTを活かした社会貢献活

動を、継続的に行っていく決意も新たにしました。

　これからも当社グループのCSR活動について、幅広いス

テークホルダーのみなさまからご意見をいただき、現状を

見つめなおすことで、「ICTが人と社会にできること」を実現

してまいります。

NULシステムサービス・コーポレーション 西木 重信

米国の先進技術やビジネスモデルを学びながら、日本でのイノベーションを推進し、グルー
プとしての新しい価値をお客さまに提供していくことで社会に貢献していきたいと思います。

これからも
未来を担う子どもたちのため、
「e-ネットキャラバン」を通じ
インターネット教育を

一般財団法人マルチメディア振興センター
プロジェクト企画部（e-ネットキャラバン事務局）　
担当部長

若林 正則 様

　日本ユニシスグループのみなさまには、「e-ネットキャラ

バン」活動に賛同いただき、長年にわたり「e-ネット安心講

座」に多くの講師を派遣いただいており、心より感謝申し上

げます。「e-ネットキャラバン」は情報通信分野に関連する

企業/団体などによるCSR活動/教育活動としての協力・支

援のもとに、一般財団法人マルチメディア振興センター

が、子どもたちをネットのトラブルから守ることを目的に、

子ども・保護者・教職員を対象にした「e-ネット安心講座」を

開催する活動です。

　日本ユニシスグループには、60名近い認定講師がおり、

毎年20回を超える講座を引き受けていただき、認定講師

を学校などに派遣し、わかりやすく講座を実施いただいて

います。これほど多くの講師がおり、数多くの講座を引き

受けていただいているのは、他に例を見ません。社員の得

意分野を活かして、社会の重要課題に継続的に取り組んで

いこうとの会社の思いを強く感じます。

　これからも、日本の未来を担う子どもたちに、「e-ネットキャ

ラバン」活動を通して、役に立つ、そして子どもたちの心に

入るネット教育を展開いただきたいと強く念願しています。

事業内容 会社名

マーケティング&
ビジネス開発&
コンサルティング

ネットワーク&
サポートサービス

日本ユニシス
日本ユニシス・エクセリューションズ
ケンブリッジ・テクノロジー・パートナーズ
エヌユー知財フィナンシャルサービス
エイファス

ユニアデックス
　エス・アンド・アイ
ネットマークス

USOLホールディングス
　USOL北海道　USOL東北　USOL東京
　USOL中部　USOL関西　USOL中国
　USOL九州　USOLベトナム
国際システム
G&Uシステムサービス
ユニエイド

エイタス
トレードビジョン

日本ユニシス・ビジネス
日本ユニシス・アカウンティング
NULシステムサービス・コーポレーション

アウトソーシング

グループサービス

システムサービス

○DisneyC

日本ユニシス本社ビル

日本ユニシスのスポンサー活動
日本ユニシスは東京ディズニーランド®／東京ディズ
ニーシー®のオフィシャルスポンサーとして、東京ディズ
ニーランドの「東京ディズニーランド・エレクトリカルパ
レード・ドリームライツ」、東京ディズニーシーの「フォー
トレス・エクスプロレーション」を提供しています。

日本ユニシスグループの「ｅ-ネットキャラバン」活動は、
2012年6月1日に「情報通信月間」総務省関東総合通信局長表彰を受けました。
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